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研究成果の概要（和文）： 
近年その必要が強調されている発信型コミュニケーション力重視の中学・高校英語教育を推進

する上で有効な指導方法について、文献研究・各種学会参加・学校訪問等により研究し、また

関連諸分野での先進的実践家を講師に招いて公開セミナーを 4 回開催して参加者と研究・協議

を重ね、 終的にその研究成果を冊子『確かな力を育てる英語授業ハンドブック（DVD 付）』

として刊行し、英語教育関係者に提供した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We studied and developed methods and techniques pertinent for promoting junior and 
senior high school English education geared for developing productive communication 
abilities that are strongly in demand these days, by means of literature studies, attending 
various professional conferences and school visits, and also by means of holding four 
seminars inviting competent practitioners in the relevant fields. As a culmination of all 
these studies, we published ‘English Lesson Handbook for Developing Concrete Abilities’, a 
teachers’ reference material with a DVD pictures, and   
distributed its copies to schools and boards of education. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、日本の中学・高校英語教育政策はコミ
ュニケーション重視を打ち出し、政策面や理

論面ではその重要性が大いに強調されてき
ている。ことに文科省学習指導要領第 6回改
定では「実践的コミュニケーション能力」育
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成を英語教育の目標として打ち出し、続く第
7 回改定では聞く・話す・読む・書くの４技
能を統合的に扱う指導の重視を打ち出し、更
に「高等学校では英語授業は原則として英語
で行うこと」とした。 

しかし、実際に授業を行う現場教師の間に、
具体的な指導技術が十分身についていると
は言えない状況にある。特に、コミュニケー
ション重視型の教授法に関する文献は、ほと
んどが英米で開発されたものの翻訳にとど
まり、日本の学校の教室現場では必ずしも機
能しない。このように、現場教師が十分に指
導方法がわからずに授業を行うことにより、
ここ 10 年ほどの学校英語教育が、ただ単に
遊び的に英語に触れさせるに留まり、語彙・
文法能力・発表力の低下を招いているという
厳しい指摘が出されている。 

このような状況下では、日本の学校環境で、
日本人英語教師が日本人生徒を対象にして
実際に機能しうる中高英語コミュニケーシ
ョン授業の指導法の開発と紹介が急務とな
っている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、上記のような必要に対応するため
に、3 カ年間をかけて研究担当者が、附属島
田中学校英語科と連携して、文献研究・学会
参加や講師招聘を通してコミュニケーショ
ン重視の英語指導法を開発し、その成果を英
語教員養成や現職英語教員研修で使えるハ
ンドブック（授業場面を録画した DVD 付き）
として作成し、それを大学の英語教員養成機
関や、教育委員会の中学・高校英語指導主事、
英語教育学会所属の現職英語教員、英語教員
養成課程の学生や院生に無償提供すること
を目的としている。 
 特に焦点を当てる指導法領域としては、 

(1)英語によるウォームアップ活動、 
(2)新出教材導入の英語オーラル・イント

ロダクション、 
(3)英語による新出文法事項の帰納的導

入、 
(4)教室内英語コミュニケーション活動、 
(5)ALT とのティームティーチング、 
(6)Show and Tell、 
(7)英語ディベート、 
(8)自由英作文、 
(9)英語プレゼンテーション、 
(10)タスク活動、 
(11)strategic interaction 活動、 

の指導法とした。 
 
３．研究の方法 
以下の３つの方法で研究を行った。 
（1）先進的指導法の研究・見学 
 研究担当者（代表者・分担者・協力者）が
関連分野の文献研究に加え、中部地区英語教

育学会その他様々な英語教育学会大会の、本
テーマに関係した発表を聞いて資料収集し、
また先進的授業を実施する学校を視察して
学び、その成果を持ち寄って検討を加えた。 
 
（2）先進的指導技術の講師招聘と研究協議 
 外部講師を招いて通算４回の公開セミナ
ーを開催し、講師と参加者を交えて指導技術
について研究協議した。これらのセミナーは、
静岡県教育委員会・静岡市教育委員会・浜松
市教育委員会の後援を得て、また雑誌『英語
教育』の行催事欄に予告掲載して広く参加者
を募ったため、毎回 50 名を上回る教員・院
生・学生が県内外から参加した。 
 
平成 20 年 2 月 24 日：テーマ“Teaching 

English through English”、講師は信州大
学教育学部准教授・酒井英樹氏、静岡大学
教育学部教授・三浦 孝、静岡大学教育学
部附属島田中学校教諭・柳瀬昭夫氏、浜松
市立北浜中学校教諭・足立智子氏。 

 
平成 20 年 12 月 7 日：テーマ「教室内英語コ

ミュニケーション活動」、講師は静岡大学
教育学部教授・三浦 孝、同大学准教授・
矢野 准。 

 
平成 21 年 3 月 14 日：テーマ「英語音声指導

法」、講師は早稲田大学教育学部教授・東
後勝明氏、静岡大学教育学部附属島田中学
校教諭・飯塚稔文氏。 

 
平成 22 年 3 月 7 日：テーマ「ティーム・テ

ィーチングの活用法」、講師は岐阜大学教
育学部准教授・巽 徹氏、愛知県刈谷市立
小学校 ALT・ダクラス・スウィートラブ
氏、静岡市立中学校教諭・藤沢 英氏。 

 
（3）研究担当者 3 名が、開発してきた種々
の教室内コミュニケーション活動を学生ボ
ランティア（生徒役を担当）対象に実際に実
施し、その手順を確認し、学習者の側の感想
も含めて検討し改良を加えた。改良を加えた
活動を実際に行っている場面をビデオ撮影
して 50 分に編集し、後述の DVD 付き冊子の
資料とした。 
 
４．研究成果 
 上記の研究は、平成 22 年 3 月完成の DVD
付き冊子『確かな力を育てる英語授業ハンド
ブック』（三浦 孝・内田 恵・矢野 淳・
飯塚稔文著、132 頁、50 分 DVD 付）として
出版した。本冊子には先進的指導技術が 

(1)英語によるウォームアップ活動の仕方 
(2)英語によるオーラル・イントロダクショ

ンの仕方 
(3)英語による新出文法事項の教え方 



 

 

(4)テキスト本文の内容理解活で追う 
(5)新しい文法指導のあり方 
(6)テキスト本文の音読指導のあり方 
(7)教科書から発展させた英語コミュニケー

ション活動 
(8)英語コミュニケーション活動を成立させ

るための基本的条件とは何か 
(9)英語コミュニケーション活動の幹とは何

か 
(10)コミュニケーションのためのペアワー

ク・グループワークの運営法 
(11)コミュニケーションの足腰を鍛える常

設的活動 
(12)ALT とのティーム・ティーチングの行

い方 
の各章に分かれて紹介されている。この冊子
は現在、近隣大学の英語教員養成担当教員や、
静岡県下と愛知県下の中高英語指導主事、静
岡県下の中高英語教師からの要請に応じて
順次無償配布中であり、受け取った教師から
は「非常に役立つ資料だ」と好評を得ている。 
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